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レジオネラ症の発生状況と環境要因

・ 1976 年の米国における集団肺炎の事例を契機に発見

・ 冷却塔，給水・給湯設備，循環式浴槽などの人工環境水が感染源

・ 国内外において，依然としてレジオネラ症集団感染の事例が発生

（例： 2023年宮城県，福岡県など）

・ 震災や旅行に関連したレジオネラ症にも注意



・1976年 フィラデルフィア

アメリカ在郷軍人会に一致して、宿泊客

   に重症肺炎が多発

・221人が肺炎に罹患、34人が死亡

・剖検肺から新しい細菌

Legionella pneumophila が分離された

レジオネラ感染症の歴史

Bellevue → Hyatt



レジオネラ症の患者数と死亡率（国内）
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レジオネラ肺炎死亡例： 42歳 男性  

東邦大学医療センター大森病院



42歳男性

入院時 気管内採痰

発育までに4－7日間

BCYE-αなど特殊培地にのみ発育

大小不同の乳白色コロニー

東邦大学医療センター大森病院



細胞内で増殖するレジオネラ

マクロライド剤

ニューキノロン剤

リファンピシン

β-ラクタム剤

アミノグリコシド剤

Th1型生体反応 アポトーシス誘導



レジオネラ属菌の特徴





レジオネラ肺炎の原因病原体 － 200 症例 －

L. pneumophila SG-1

87 cases（43.5％)

L. pneumophila SG-6

    13 cases（6.5％)

SG-3,5,

L. pneumophila

24 cases（14.0％)

L. bozemanii  

7 cases（3.5%）

Legionella spp.

58 cases (29.0%)

L. pneumophila

135 cases (67.5%)

東邦大学医学部微生物・感染症学講座



分離されるレジオネラ属菌の種類



レジオネラ肺炎の好発年齢と性別分布 ― 167症例からの解析 ―
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  ・喫煙、慢性肺疾患

  ・糖尿病、腎疾患

  ・生物学的製剤など

東邦大学医学部微生物・感染症学講座



レジオネラ症 ・・・・ エアロゾル



レジオネラ症の感染経路

― ヒトからヒトへの感染伝播はない －



エアロゾル吸入のシェーマ

レジオネラ肺炎患者でみられる多発性陰影と呼吸障害



レジオネラ肺炎の臨床的特徴のまとめ

・95％以上が市中肺炎として発症

・意識レベルの変化（約30%）

・GOT, GPT, LDH, CPKなどの酵素異常

・多発性陰影、肺胞性・混合性陰影の頻度が高い

・胸部陰影に比して低酸素血症が強い

・死亡率 約 5～7 ％



レジオネラ肺炎を疑うヒント

・温泉、循環式浴槽などエアロゾルへの暴露，海外旅行

・急激に進行する肺炎

・βラクタム剤、アミノグリコシド剤が無効

・グラム染色で有意な菌がみられない

 * ヒメネス染色あるいはアクリジン・オレンジ染色が陽性   

     の場合にはさらに強く本症を疑う

まず疑うこと、そして特殊検査を実施



2015年以降



老人ホームの循環式浴槽が感染源

症   例：  79歳 男性

基礎疾患：  多発性脳梗塞、老人性痴呆

1998年 5月6日    特別養護老人ホームに入所

1998年 5月13日 発熱を認め、同15日に入院．

その後、肺炎が悪化し同22日に死亡．

喀痰からL. pneumophila 血清型5 施設内環境調査

Mineshita M et al. Intern Med  44: 662, 2005 



L. pneumophila 血清型5の遺伝子相同性

1 2 3 4 5 6

1 ：マーカー

2 ：L. pneumophila 血清型5標準株

3 ：患者分離血清型５

4 ：環境分離血清型５

5 ：環境分離血清型５

6 ：マーカー

－ 患者および循環式浴槽から分離された株の比較 －

Mineshita M et al. Intern Med  44: 662, 2005 



剖検肺の蛍光染色（ L. pneumophila SG-6 ）

新生児病棟 アウトブレイク事例



入院時 ペニシリン系薬投与3日後

46歳男性： 基礎疾患なし



46歳 男性

WBC 9300 12100 6400

CRP 16.7 10.0 4.0 0.5

8/19 8/22 8/25       8/28 8/31       9/4
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βラクタム剤

CAM 400mg

レジオネラ尿中抗原 陽 性

抗体価   M. pneumoniae ＜40

C. pneumoniae Ig-G 128 256 256

L. pneumophila SG-1 ＜16 ＜16 ＜16

L. micdadei ＜16 16 32

市中肺炎・軽症例としてのレジオネラ 





どのくらい離れたところで感染するの？

Pas-de-Calais, France

2003, 11～2004, 1

86人感染 (死亡18人）

工業用冷却塔が感染源

   (106～1010 CFU/L)
6 km

12 km

発症数 / 1万人

0人

0-5人

5-10人

10-15人

>15人

Nguyen et al. JID 193, 2006



冷却塔を感染源とするレジオネラ症感染菌量との関連



感染危険度のスコア化 ・・・・発症に関わる諸因子



感染危険度のスコア化



具体例



求められる対応



スコア化の利用状況 （アンケート結果）



実際のスコアリングシステム活用 (例：神奈川県）



平成30年以降
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国別に見た旅行関連レジオネラ症

4,467 症例 （1987-2004）

http://www.ewgli.org/
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The European Working Group for Legionella Infections （EWGLI) 

－ 旅行関連レジオネラ症に関する情報交換ネットワーク （1986年設立）－

情報収集センター

EWGLI参加国

http://www.ewgli.org/

潜伏期間は  4 - 10日 ・・・・・ 





2027年でレジオネラ発見から50年

・ 日本で年間 2,000例以上 

・ 見逃されている症例が多数存在と推定

・ 汚染されたミスト・エアロゾルの吸入

・ 環境・空調・水系・建築と生活衛生

・ 自治体，行政との連携



会 期：2025年7月10日（木）～ 12日（土） 
会 場：パシフィコ横浜 ノース・展示ホールC＋D
会 長：舘田 一博（東邦大学医学部 微生物・感染症学講座 教授）

副会長：坂本 史衣（板橋中央総合病院 院長補佐／感染対策相談支援事務所 所長)
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